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定期テストの余白エッセイ

｢試験に出ない地学Series」中間総括'2005'

（本編）

おか もと よし お

岡本義雄

Essaysontheblankofgeoscienceexamsnamed

"ShikenniDenaiChigakuseries''2005

YoshioOKAMOTO

抄録：教員になったl970年代末以降，地学の定期テストの余白に書き続けた生徒用のエッセイ「試験

に出ない地学Series」を紹介する．最初は生徒に地学への動機付けを考え書き始めたが，現在

では自分のライフワークとして書くのが楽しみとなってきている． 内容は天文学から地質学と

幅広く地球科学に関係する分野を扱う．エッセイが扱うのは地学現象に関する興味ある見方，

発見の秘話，研究者の人となりなどである． この文章の目的はまず生徒に地学を学ぶための動

機付けのため．次に理系の生徒には，文学や歴史の重要性も考えてもらうこと．文系の生徒に

はその逆を考えてもらうことである．そして最後はこれが重要であるが，学校での勉強は決し

てテストで点を取ることだけではなく，科学や人間を取り巻く様々な物事を考えていくことで

あるという私のメッセージを伝えるためである．エッセイ全文はこの小論の最後に添付してい

る．

キーワード：地学，定期テスト，エッセイ，試験に出なし、

1 ．はじめに

l970年代の末，大阪府立高校の地学の正式採用教員になってしばらくした頃から，学期

ごとの定期テストの余白にときどき，地学に関係したコラムかエッセイのようなものを書

き始めた．授業や勉強になかなか興味を持てない生徒にも何とか地学の面白さと伝えたい

という些細な気持ちでスタートした． 当時受験問題集のベストセラーに「試験に出る○○

シリーズ」 というのがあって，何となくその功利思考を毛嫌いしていたのだが， これをも

じって私のエッセイのシリーズにはわざと 「試験に出ない地学Series」 と名前を付けた．

最初は本当に文章の計'|練程度で始めたが，段々と気持ちが入ってきて，転勤や他の科目を
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担当した際も脈々と続けてきた．例えば化学を担当した年は「試験に出ない化学」 という

ように．

特に現在の勤務校に転勤してきた2000年以降,定期テストの余白は欠かさず埋めてきて

いる．最近ではむしろこのエッセイを書くために，用紙の余白を作るのにまで気を遣うよ

うになってしまった． またテスト作成時間に匹敵するくらいネタ探しや文章校正を行うま

でになってきた.本稿では現在までに書きためた2006年1月現在での筆者の手元に記録が

ある全作品の内容を簡単に紹介し，後の方に資料として全作品を添付することにする．

2．作品の背景とねらい

コラムの内容は地学に関係する範囲なら何でも扱うが，初期の頃は地学現象のちょっと

一般に知られていない興味ある見方などが中心であった． それが最近では，地学関係のニ

ューや研究者の人となりなどを扱うことが増えてきた．それは地球科学分野には科学者の

伝記や発見物語の一般向けの解説が極端に少なかったという事情がある．筆者はこの原因

として，他の科学の分野では優れた業績に与えられるノーベル賞がなぜか地球科学分野だ

けはないということも大きく影響しているようにも思える．

さて，作品を書き続けているポリシーとしては

1 ． とかく物理，化学と比べて扱いが地味な地球科学の分野にも， もっと焦点をあてた話

題提供や話題発掘がしたかったこと．

2． 自然科学に興味を持つ理系の生徒には逆に，研究者の人間くささや運命のいたずら，

さらに文学作品の面白さにも興味を持ってほしかったこと．

3．逆に自然科学が嫌いな文系の生徒には，人間のエヒ°ソードや秘話から科学そのものに

も興味を発展させてほしかったこと．

4． さらにく試験を受けて良い点を取ることだけが高校の勉強ではないよ＞という私の信

念を伝えたかったこと

などが挙げられる．

3． 内容の紹介

エッセイは定期テスト （年5回）の余白に，各回読みきりで何かのテーマの紹介と私の

意見を数行から数十行書く．最初は形式は決まっていなかったが，その頃読んでいたもの

や，かつて心に残った文学作品などの気の利いた一節を引用して終わるというフォーマッ

トに次第に収散してきた．題は今にいたるも特に設けていない． また図もごく初期の例外

を除くと添付していない．文章のみで勝負という形である．なお過去に書いたものの一部

はすでに資料が散逸していて再構成できていない． ここではあくまで筆者が現時点で保存

しているもののみを紹介する．

全作品の内容と年次を時代順，引用文学作品を表にすると以下のようになる
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始祖鳥発見秘話と進化論 手塚治虫「火の烏4，鳳凰編」

木村栄のz項とチャンドラー極運動 宮沢賢治「風野又三郎」

厩
Ｉ
〆
阿
厩

犀
スポーツシューズの漂着と海流 トム・クランシー「レット

オクトーバーを追え」

応
応
応

ニューファンドランド沖の乱泥流発見の話 小松左京「日本沈没」
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参考までに上記内容を下記のジャンルと題材として採用した主な内容で分類すると以下

のようになる．
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ｒ

癖
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砺

題材分野

人物天文分野

自然現象気象海洋分野

実験・観察・器械固体地球分野

その他

筆者の専門が地球物理なのでどうしても固体地球科学の内容が多くなっている． また，

文学好きな人なら， 引用文学作払から私のお気に入りの読書傾向やその変化も読み取れる

と思う．

4．生徒の感想

筆者･の定期テストには，解答欄の最後に必ず感想欄をつけて，生徒のそのときどきの授

業やテストなどに対する感想をかいてもらってきた． これは私がこのエッセイとともに教

員になってから，欠かさず行っている事である．感想を書いてくれる生徒は必ずしも多く

ない.というより毎回問題数が多いのか,感想を書く時間がないといつもしかられている．

それでもこのコラムに関する好意的な感想を書いてくれる生徒も増えてきた．毎回このコ

ラムを楽しみにしていると書いてくれる生徒も少なからずいる． また，乍徒の方からみれ

ば必修の1年間， あるいは地学を選択する生徒でも簸大で3年分しか目にしないわけなの

で，晶近は筆者の個人サイトで過去の文章を生徒向けに公開している．

5． おわりに

こうしてまとめてみると，そのエッセイを書いた当時の学校の雰囲気や生徒の顔が次々

と浮かんできた． あまり仕事上のメモや日記を残さなかった筆者としては，教員生活の大
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部分で当時を還りみる資料はそれほどない． このエッセイのまとめはそういう意味で私の

教員としての仕事のある面での中間総括となったことが嬉しい． また生徒相手でスタート

したシリーズがいつのまにか，試験監督に入る先生にも読んでもらって，いろいろ感想を

もらうようにもなってきた．そしてこの頃は自分自身が地球科学のさらなる勉強をするつ

もりで，原稿を書き続けているといっても過言ではない．ネタ探しにおいても最初の頃は

ちょっとしたテーマでも，関連資料を探すのには図書館を往復するなど大変苦労した． し

かし現在ではインターネットとロボット検索システムgoogleという世界最強の私的図書館

が存在する． また昔は手に入りにくかった専門分野の洋書もamazon､comで簡単に手に入

れることができるようになった．それでも引用する文学作品だけはやはり自分で探して苦

労して地道に読まなければいけない．そういう意味でネットはまだ読書体験を乗り越えて

はいない．定年を迎えたときにこの続編つまり最終総括を書けることを熱望して，ひとま

ずペンを置くことにする．
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7． 引用参考文献

あまりに数が多いので省略します．添付資料中の記述をごらんください

Summely:

Myessaysongeosiencesfbrhighschoolstudentsnamed"ShikenniDenaiChigakuSeries''are

introducedinthispaper.Thetitlemeans"Someinterestingstoriesaboutgeocienceswithouttes[

score".Inspiteofsomelacks,ithaslastedsincelatel970'swhenlbecameahighschoolteacher

ofgeoscience・Theessaysarewrittenat theendofterminalexamsofmygeoscienceclasses.At

lirst, theseessayswerewrittentomotivatestudent3curiositytowardgeoscience,butnow, lam

enjoyingmywritingsasalifework.Thecategoriesofstoriesarevariedfi･omastronomytogeology

Most ofthemtreat episodesofdiscovery, critical viewsaboutgeoscience topics, curious

researchers' charactersorevenmyinterestingexperiences.Theessaysconsistofshortstories

andafbwlinesquotediTommyihvoritenovels・Thepurposeofmyessaysisas ibllows;6rst the

storieswould fascinatestudentsandmakethemmotivatestudyinggeoscience. Second, the

science-orientedstudentswouldlearntheimportanceofliteraryorhistoricalviewaboutscience

throughtheseessaysandliterary-orientedstudentstheimportanceofscienti6cview.Finally, I

stronglywanttoconveymybelieftomystudentsthattheimportanceofstudyingnaturalscience

isnotfbrtheirtestscoreonly,buttheircarelillconsiderationabouttherelationshipamongnature

andhumanbeings・Allstoriesareattachedintheendofthispaper.
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